
 

清
川
歴
史
公
園
か
わ
ら
版 

清
川
歴
史
公
園
管
理
運
営
委
員
会
で
は
、
食
堂
・
売

店
・
ガ
イ
ド
な
ど
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
、
一
緒
に
地

域
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

管
理
運
営
委
員
会
、
ま
た
は
役
場
立
川
総
合
支
所
立
川
地

域
振
興
係
ま
で
お
気
軽
に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。 

 

連
絡
先 

〇
二
三
四-

五
六-

二
二
一
七 

来所者１０,０００人を超えました！！ 

 

令
和
元
年
四
月
二
十
七
日
オ
ー

プ
ン
以
来
の
入
場
者
が
十
一
月
七

日
に
一
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。 

令
和
元
年
度
末
で
の
入
場
者
は

七
、
五
七
七
人
で
、
夏
ご
ろ
に
は
達

成
の
予
定
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
休
所
（
四
月
十
六
日
～
五

月
十
日
）
の
影
響
も
あ
り
十
一
月

の
達
成
と
な
り
ま
し
た
。 

一
万
人
目
の
来
所
者
は
、
宮
城

県
仙
台
市
か
ら
訪
れ
た
菅
野
日
出

生
さ
ん
ご
夫
婦
。
清
川
歴
史
公
園

管
理
運
営
委
員
会
の
渡
邊
会
長
か

ら
記
念
品
と
し
て
地
元
清
川
の
菓

子
セ
ッ
ト
と
清
河
八
郎
記
念
館
の

入
場
券
、
御
殿
茶
屋
の
食
事
券
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。 

 

菅
野
さ
ん
は
、「
観
光
で
酒
田
方

面
に
向
か
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
清

河
八
郎
の
看
板
が
見
え
気
に
な
っ

て
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
興
味
深
い

内
容
を
色
々
と
説
明
し
て
も
ら
い

貴
重
な
体
験
が
出
来
ま
し
た
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。 

1万人目は仙台市からお越しの菅野さんご夫妻 

令和３年（2021年）１月２９日         清川歴史公園かわら版                  第１１号 

御
殿
茶
屋
感
謝
デ
ー 

大
好
評
！ 

 

「
地
元
の
皆
さ
ん
に
感
謝

を
」
と
昨
年
に
続
き
十
一
月

四
・
五
・
六
日
の
三
日
間
、
ワ

ン
コ
イ
ン
（
五
〇
〇
円
）
で
の

食
事
を
提
供
す
る
イ
ベ
ン
ト

『
御
殿
茶
屋
特
別
感
謝
デ
ー
』

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。 

 

食
堂
は
地
元
の
皆
さ
ん
の

温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
が

あ
っ
て
こ
そ
繁
盛
す
る
も
の

で
、
感
謝
デ
ー
に
は
、
一
〇
〇

名
程
の
皆
さ
ん
か
ら
お
出
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

当
日
は
清
川
塞
の
神
や
立

川
中
学
校
文
化
祭
で
の
最
上

川
舟
唄
の
ビ
デ
オ
を
見
な
が

ら
「
久
し
ぶ
り
だ
の
ぉ
～
」
な

ど
と
会
話
し
な
が
ら
、
賑
や
か

に
く
つ
ろ
い
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

 

食
堂
の
母
ち
ゃ
ん
た
ち
も

微
笑
ま
し
い
ひ
と
と
き
に
、 

「
来
年
も
実
施
し
よ
う
ね
」 

と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。 

令和２年１１月６日                令和２年１１月５日              令和２年１１月４日 

ビ
デ
オ
を
見
な
が
ら

「
う
め
の
ぉ
～
」 

■発行所 

清川歴史公園 

管理運営委員会 

■連絡先 

庄内町 

立川総合支所 

立川地域振興係 

 

食
堂
売
店
部
会 

観
光
案
内
部
会 

合
同
視
察
研
修
会 

松
ケ
岡
開
墾
場 

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
知
憩
軒 

清
河
八
郎
妻
お
蓮
墓
参
り 

十
一
月
十
六
日
に
観
光
案
内

部
会
と
食
堂
部
会
合
同
の
視
察

研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。
昨
年

は
観
光
案
内
部
会
が
中
心
と
な

り
、
鶴
岡
市
温
海
の
小
国
宿
・
小

国
城
址
等
を
視
察
し
ま
し
た

が
、
今
年
は
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン

を
中
心
に
、
松
ヶ
岡
開
墾
場
を

視
察
し
て
き
ま
し
た
。 

 

松
ヶ
岡
開
墾
場
は
、
清
河
八

郎
が
呼
び
か
け
て
つ
く
っ
た

「
浪
士
組
」
が
基
と
な
る
「
新
徴

組
」
で
「
庄
内
藩
預
り
」
と 

歴
史
の
里
の
お
も
て
な
し 

～
ガ
イ
ド
の
会
よ
り
～ 

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
つ
ま
ず
き
感
の
あ
る
ス
タ
ー
ト

で
し
た
。
会
議
を
持
つ
の
も
憚
ら
れ
る

中
、
七
月
の
総
会
の
後
、
観
光
客
も
来
始

め
ま
し
た
。
県
外
移
動
自
粛
の
た
め
、
県

内
旅
行
会
社
の
ツ
ア
ー
が
五
回
ほ
ど
あ

っ
た
の
が
特
徴
的
で
し
た
。
全
体
で
は

十
六
団
体
、
二
七
七
名
の
お
客
様
で
、
昨

年
の
半
分
ぐ
ら
い
で
し
た
。 

 

清
川
歴
史
公
園
の
完
成
に
よ
り
短
時

間
の
観
光
も
可
能
に
な
り
、
ま
た
、
世
界

か
ん
が
い
施
設
遺
産
の
北
楯
大
堰
も
頭

首
工
の
見
学
や
、
側
道
整
備
に
よ
り
見

学
し
や
す
く
な
り
、
お
客
様
の
要
望
に

合
わ
せ
た
コ
ー
ス
を
組
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

ガ
イ
ド
の
経
験
を
重
ね
、
喜
ば
れ
る

「
歴
史
の
里
お
も
て
な
し
隊
」
に
な
れ

る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

私
た
ち
と
一
緒
に
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
や
っ
て
み
た
い
仲
間
を
募
集
し
て

い
ま
す
の
で
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。 

 

清河八郎の妻お蓮さんの墓前で 

生家の菅原さんと一緒にパチリ 

な
っ
た
浪
士
が

開
墾
し
た
と
こ

ろ
で
す
。 

更
に
は
、
朝

日
村
で
清
河
八

郎
の
妻
お
蓮
さ

ん
の
お
墓
参
り

を
し
て
感
慨
ひ

と
し
お
で
し

た
。 

菅野夫妻と渡邊会長 
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お食事処「御殿茶屋」、コロナ禍のなかでも奮闘 

４月、５月休業も、９月以降盛り返す 

四
月
・
五
月
は
オ
ー
プ
ン

早
々
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
で
ほ

ぼ
休
業
状
態
と
な
り
、
一
時

は
ス
タ
ッ
フ
一
同
心
配
し

ま
し
た
が
、
地
元
や
庄
内
地

区
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で

九
月
以
降
は
前
年
の
同
時

期
を
上
回
る
売
上
げ
と
な

り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

七
月
か
ら
は
一
〇
ポ
イ

ン
ト
に
な
っ
た
ら
食
事
を

サ
ー
ビ
ス
す
る
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
を
発
行
し
ま
し
た
。

大
変
好
評
で
既
に
一
〇
ポ

イ
ン
ト
を
達
成
し
食
事
を

召
し
上
が
っ
た
お
客
様
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
に
使

用
期
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
春

以
降
も
引
き
続
き
使
用
で

き
ま
す
。
是
非
ご
利
用
く
だ

さ
い
。 

  

【来所いただいた団体様】（一部抜粋） 

庄内町商工会女性部 様  鶴南大学講座 様 

村山市西笛田松寿会 様  余目第一公民館 様 

株式会社  山交観光 様   

大蔵村幸齢者大学「長寿の森」 様 

酒田市浜田学区コミュニティ振興会 様 

風車村エコランド実行委員会 様 

 

  

写真はエコランド実行委員会 田澤さん 

十
二
月
二
十
五
日
に

企
画
展
示
部
会
を
開
催

し
、
三
月
再
開
に
向
け
て

の
展
示
に
つ
い
て
協
議

い
た
し
ま
し
た
。 

そ
の
結
果
、
一
つ
は
、

顔
は
め
パ
ネ
ル
二
点
の

設
置
（
令
和
三
年
三
月
ま

で
作
成
）。 

室
内
用
に
役
人
の
パ

ネ
ル
一
点
、
室
外
用
と
し

て
芭
蕉
と
曽
良
の
パ
ネ

ル
を
一
点
、
計
二
点
を
製

作
し
て
設
置
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
（
図
上

段
中
右
） 

二
つ
目
は
、
鶴
岡
市
郷

土
資
料
館
か
ら
の
借
用

物
は
全
て
返
却
し
、
一
部

は
写
し
を
継
続
展
示
し

ま
す
。 

三
つ
目
は
、
昔
の
清
川

の
写
真
・
絵
画
を
拡
大
し

た
パ
ネ
ル
（
写
真
下
段
左

中
）
、
歴
史
民
俗
資
料
館

に
あ
る
大
庄
屋
よ
り
町

に
寄
贈
さ
れ
た
書
物
（
写

真
上
段
左
）
、
大
庄
屋
の

襖
絵
（
写
真
下
段
右
）、
旧

御
茶
屋
の
図
面
等
を
展

示
し
ま
す
。 

企
画
展
示
部
会
よ
り 

 
 

 
 

～
三
月
か
ら
の
展
示
物
～ 

●
雇
用
期
間
／ 

令
和
三
年
四
月
一
日
～
十
一
月
三
十
日 

令
和
四
年
三
月
一
日
～
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 

《 

十
二
月
～
二
月
閉
所
》 

●
勤
務
地
／ 

庄
内
町
清
川
歴
史
公
園
《 

川
口
番
所
内
》 

 
 

 
 

庄
内
町
清
川
字
花
崎
一
番
地
一 

●
募
集
人
数
／
二
名 

●
勤
務
内
容 

勤
務
形
態
／ 

①
勤
務
内
容 

鍵
開
閉
、
受
付
、
施
設
案 

内
、
日
常
清
掃
《 

ト
イ
レ
清
掃
含
む
》、 

レ
ジ
打
ち
、
施
設
巡
回
、
火
気
点
検
等 

②
勤
務
日
：月
約
十
日
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン 

勤
務
《 

毎
週
月
曜
日
定
休
、
祝
日
の
場
合

は
翌
平
日
休
み
》 

③
勤
務
時
間 

午
前
九
時
三
十
分
～
午
後 

五
時
三
十
分 

④
休
暇
等 

年
次
休
暇
、
夏
季
休
暇 

●
報
酬
／
月
約
六
万
六
千
四
百
円 

《 

月
十
日
出
勤
の
場
合
》 

●
応
募
条
件
／
庄
内
町
在
住
の
健
康
な
方 

●
提
出
書
類
／
申
込
書
、
履
歴
書
《 

写
真
添
付 

必
須
、
市
販
の
履
歴
書
で
可
》、
健
康
診
断
書 

●
応
募
期
限
／
二
月
十
二
日
《 

金
》必
着 

●
選
考
方
法
／
書
類
選
考
、
面
接
を
実
施
し
ま

す
。
面
接
の
日
程
は
申
し
込
み
後
に
通
知
し
ま

す
。 

■
問
、
応
募
先
／
立
川
総
合
支
所
立
川
地
域
振

興
係
《 

立
川
庁
舎
》
☎
〇
二
三
四-

五
六-

二
二
一

七 

 
 

 

～ 

町
か
ら
の
お
知
ら
せ 

～ 

清
川
歴
史
公
園
管
理
人
募
集 

  
 

町
で
は
清
川
歴
史
公
園
管
理
人
（
会
計
年

度
任
用
職
員
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

募
集
要
項
・
応
募
書
類
は
役
場
立
川
総
合 

支
所
、
清
川
公
民
館
、
立
谷
沢
公
民
館
、
本
庁

舎
（
余
目
）
総
合
窓
口
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。 

清川全景の絵（複製） 龍孝氏筆 歓喜寺所蔵        水彩画（複製） 齋藤弘氏筆 歓喜寺所蔵       大庄屋の襖絵 松山藩家老 松森胤保画 

芭蕉と曽良（室外用）          関所役人（室内用） 

   大庄屋から町に寄贈された書物１２点を展示します 
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